






















































































調査の目的や個人 1青報の取 り扱いに関する説明 ,
および回答は任意であることなどを説明し,質問
紙を配布 した。
質問紙の構成 ①フェイス項 目:学科,学年 ,
年齢,居住形態,同居者,睡眠状況,生活の乱れ ,






















































となど (尾浴 ら,2005),「食生活」とい う目に見
えるものに関する議論は多く行われている。本研
究では,その背景にある自己意識の高まりから食
を異常なまでに制限・管理 しようとする心理的な
動きに対 して,同居者がいることで歯止めがかか
り,「自己意識」 と 「痩身理想の内面化」の有意
な関連性が消失するということが実証されたと考
える。
本研究の臨床的意義 ´
自己意識に対 してカウンセ リング等で介人する
ことで自己意識が痩身理想の内面化を媒介 して食
行動異常を誘発するとい うプロセスが遮断できる
のであれば,食行動異常を形成するブロセスのう
ちひとつを予防することができると考えられる。
また, 自己への高い意識が食行動異常に至ること
を予防することができる可能性をもつ支援 リツー
スとして,家族の存在が関与していることが示唆
された。
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